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問

答
地
域
づ
く
り
の
一
考
査

子
孫
に
誇
れ
る

ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に
努
力

内
海
　
利
為
　
議
員

問問

問問

市
長

問

答
人
口
減
少
時
代
を
見
据
え
た

　
　
　
　
　
ま
ち
づ
く
り
を

新
市
建
設
計
画
の
理
念
を

　
　
　
も
と
に
創
出
す
る

北
川
　
清
司
　
議
員

　
　
　
　
行
止
り
道
路
の
解

　
　
　
消
策
は
。

　
　
　
　
　
　
広
域
な
宍
粟

　
　
　
　
　
市
内
に
は
、
行

き
止
り
、
通
行
不
能
県
道
が

８
路
線
あ
り
ま
す
。
道
路
網

の
整
備
を
進
め
る
事
は
宍
粟

は
一
ツ
の
意
識
高
揚
に
つ
な

が
り
、
快
適
な
生
活
と
交
流

を
支
え
る
活
力
の
あ
る
町
づ

く
り
に
大
き
く
寄
与
す
る
も

の
と
考
え
て
お
り
、
早
期
実

現
に
努
力
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
旧
山
崎
町
に
残
る

　
　
　
空
き
家
の
活
用
法
は

如
何
に
。

　
　
　
　
　
　
　
　
町
内
111

　
　
　
　
　
　
　
件
の
物
件

が
判
明
し
、
う
ち
売
却
貸
与

の
意
思
確
認
の
有
る
物
件
が

２７
で
あ
る
。
個
人
の
私
有
物

件
で
あ
り
広
く
公
表
で
き
な

い
が
、
土
帰
月
来
の
農
業
体

験
希
望
者
か
ら
の
問
合
せ
は

頻
繁
に
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
ふ
る
さ
と
サ
ポ
ー

　
　
　
ト
２１
等
、
支
援
事
業

の
今
後
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
ま
ち
づ

　
　
　
　
　
　
　
く
り
支
援

事
業
と
し
て
地
域
活
動
に
積

極
的
に
取
組
む
自
治
会
や
団

体
に
は
継
続
し
て
支
援
を
行

い
活
性
化
を
図
っ
て
行
く
。

　
　
　
　
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
が
行
っ
て
い
る
結
婚

相
談
事
業
の
実
績
に
つ
い
て

伺
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
社
協
の

　
　
　
　
　
　
　
委
託
事
業

と
し
て
、
相
談
員
２
名
を
配

置
し
て
毎
月
２
回
の
相
談
所

を
開
設
し
実
施
し
て
い
る
。

相
談
件
数
も
、
成
立
件
数
も

増
加
し
て
お
り
ま
す
が
、
年

間
百
数
十
件
の
内
、
男
性
が

約
７５
％
で
あ
り
、
女
性
青
年

層
の
田
舎
離
れ
を
今
後
の
大

き
な
課
題
と
認
識
し
な
け
れ

ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

問
答

豪
雪
対
策
と

　
　
市
花
・
市
木
の
普
及
は

防
災
計
画
の
策
定
・

専
門
家
の
指
導
を
受
け
普
及
に
努
め
る

大
上
　
正
司
　
議
員

問

問市
長

市
長

　
　
　
　
何
十
年
振
り
か
の

　
　
　
豪
雪
に
見
舞
わ
れ
た

が
、
来
季
に
備
え
、
市
道
の

除
雪
は
勿
論
、
屋
根
の
雪
下

し
を
は
じ
め
と
し
た
豪
雪
に

対
応
で
き
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
の

作
成
と
、
山
崎
断
層
を
抱
え

る
宍
粟
市
と
し
て
、
防
災
計

画
の
策
定
を
急
ぐ
必
要
が
あ

る
と
思
う
が
。

　
　
　
　
　
　
防
災
計
画
の

　
　
　
　
　
策
定
は
義
務
づ

け
ら
れ
て
お
り
、
現
在
、
職

員
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
検
討
中

で
あ
る
が
、
県
の
防
災
計
画

が
１８
年
度
に
見
直
さ
れ
る
事

に
な
っ
て
い
る
の
で
、
こ
の

見
直
し
に
合
せ
、
早
期
に
策

定
し
た
い
。
尚
、
策
定
ま
で

に
万
一
、
災
害
が
発
生
し
た

場
合
は
、
旧
町
の
防
災
計
画

に
よ
り
対
応
す
る
。

　
　
　
　
市
民
が
心
を
一
つ

　
　
　
に
し
、
心
の
支
え
と

す
る
た
め
に
、
市
民
憲
章
の

早
期
制
定
と
、
昨
年
11
月
に

選
定
さ
れ
た
、
市
花
・
市
木

の
普
及
に
も
っ
と
力
を
注
ぐ

必
要
が
あ
る
と
思
う
が
。

　
　
　
　
　
　
市
花
さ
さ
ゆ

　
　
　
　
　
り
、
市
木
ブ
ナ

共
に
、
育
て
る
の
が
大
変
む

ず
か
し
い
品
種
で
あ
り
、
専

門
家
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、

愛
好
家
を
つ
の
り
普
及
に
努

め
た
い
。

　
市
民
憲
章
は
、
市
民
の
心

の
支
え
と
な
り
続
け
る
、
半

永
久
的
な
理
想
が
示
さ
れ
る

も
の
で
あ
り
、
市
民
の
一
体

と
融
和
の
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
た
め
重
要
で
あ
り
、
早

期
に
制
定
し
た
い
。

問

問市
長

市
長

　
　
　
　
わ
が
国
も
予
想
を

　
　
　
超
え
る
ス
ピ
ー
ド
で

人
口
減
少
社
会
に
突
入
し
た
。

政
府
の
予
測
に
よ
れ
ば
、
現

在
１
億
2，
7
0
0
万
人
余
り

の
人
口
は
、
2
1
0
0
年
に

は
半
減
す
る
と
予
測
さ
れ
て

い
る
。
本
市
も
、
県
の
推
計

0
年
に
は
3
4，
0
0
0
人
台

ま
で
、
1
1，
0
0
0
人
減
少

す
る
と
出
て
い
る
。
少
子
高

齢
化
と
共
に
年
金
、
医
療
な

ど
の
社
会
保
障
制
度
な
ど
が

維
持
出
来
な
く
な
る
。
過
疎

化
も
進
み
地
域
活
動
、
学
校

教
育
に
も
大
き
く
影
響
が
出

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
時
代
を

克
服
し
将
来
を
展
望
し
た
行

政
施
策
を
期
待
す
る
が
。

　
　
　
　
　
　
宍
粟
市
の
地

　
　
　
　
　
域
活
性
化
に
向

け
た
構
想
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
か
ら
の
宍
粟
市
を
示
す
た

め
の
総
合
計
画
を
考
え
る
中

で
人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化

の
現
状
と
そ
の
課
題
等
を
充

分
理
解
し
全
市
的
な
見
地
か

ら
、
健
康
と
福
祉
を
育
て
人

の
生
き
甲
斐
や
個
性
的
な
文

化
を
育
て
る
ま
ち
づ
く
り
を

市
民
と
共
に
創
出
し
て
行
く
。

　
　
　
　
合
併
の
最
大
メ
リ

　
　
　
ッ
ト
行
財
政
改
革
の

数
値
目
標
は
。

　
　
　
　
　
　
ま
ず
職
員
数

　
　
　
　
　
の
削
減
が
あ
る

と
考
え
て
い
る
。
地
方
分
権

社
会
へ
の
対
応
、
行
政
運
営

の
効
率
化
、
職
員
改
革
等
９

項
目
を
掲
げ
市
民
参
加
に
よ

る
懇
談
会
を
開
催
し
検
討
を

進
め
て
い
る
。

企
画
部
長

企
画
部
長

福
祉
部
長

第8回宍粟市議会（定例会）において一般質問は3月10日・13日・

14日の3日間にわたり、24人の議員が質問に立ちました。

に
よ
れ
ば
２５
年
後
の
2
0
3


